
彙 報

昭和56年 度倫理学講座講義題目

講 義 助教授 西 谷 裕 作 「倫理学概論」

研 究 教 授 中 久 郎 「共同性論」

〃 会璽 上 山 春 平 「国家について」

//

//

//

ii

欝 覆 藤 縄 昭 「榊 耀 学の網 題」
pfi磯 江 景 孜 「カン ト実晒 学と獄 の諸問題」

講 師 岸 畑:豊 「十七世紀イギリスの倫理思想」

講 師 梅 原 猛 「日本思想史」

演 習1教 授 森 口 美 都 男 「Kant:KritikderreinenVernunftJ

演 習 皿 教 授 森 口 美 都 男 「倫 理 学 の諸 問題 」

助 教 授 西 谷 裕 作

演 習 助 教授 西 谷 裕 作 「Leibniz:NouveauxEssaissur

l'Entendementhumain」

〃 欝 穫 山 本 誠 作rA .N.Whit,head、P,。cessand

Reality」

〃Pf9'師 深 谷 昭 三 「M.Scheler:DerFormalismusin

derEthikanddiemateriale

Wertethik」

講 読 助 教 授 西 谷 裕 作 「Alain:ldees」

"講 師 安 彦 一 恵 「H・g・1・Friih・S・h・ift・n」

〃 講 師 今 林 万 里 子 「Platon:Charmides」
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趣 旨

1･ 実践哲学を再び哲学の主要テーマとして取 り上げようという動向が近年顕著に

なりつつある｡かかる思潮を鑑み,本会はここに 『実践哲学研究』を発行する｡

1.実践哲学研究といってもその対象とする領域は広大多岐ではあるが,われわれ

(京都大学倫理学科大学院生 )は自らの研究を公けにすることによってそれぞれ

の領域から公正なる批判と判断をあおぎ,各自の問題意識を深めると同時に相互

の交流を計ることを目的とする｡

後 記

1･ 創刊号に引き続き,2号につきましても,多方面から貴重な御意見,御批評を

いただきまして誠にありがとうございました｡今回は, 3･4号合併号としまし

て発行することにいたしました｡今後とも御指導の程よろしくお願い致します｡

2･ なお,本会は機関誌 『実践哲学研究』の発行の他に各種研究会を開催しており

ます｡ (A)輪読会としましては,現在,次のtexteを使用しております｡(1)ど.

Brentano,Vom UrsprungsittlicherErkenntnis;(2)H.Bergson,Lapens6e

etlemouvant (Bト3〕4号発表論文についての論評会を 『京都倫理学会』の

翌日(11月22日)に楽友会館で行なうことになっております｡(P.M.1時-)0

御参加いただければ幸いに存 じます｡

発 行

京都大学文学部倫理学研究室内

実 践 哲 学 研 究 会

発行日

昭和 56年 9月 15日

事務局

京都大学大学院文学研究科哲学 (倫理学 )

大学院学生共同研究室

代 表

森 口 美 都 男

(A.M.)
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1.オ ル テ ガ の倫 理 学

大 町 公 ------ 1頁

2.言 葉 と 倫 理

-キエルケゴールの言語観を手がか りにして一

桝 形 公 也 -- ･----13頁

3.死と超越一身体において,死 と再生はいかなること

として了解 されるか一

松 島 哲 久 --- - -43頁

4.カントの ｢尊敬の感情｣について

佐 別 当 義 博 --- --･65頁

5.趣 味 に つ い て

-『判断力批判』第 22節の選言を巡る考察
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